
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

・中心経営体である認定農業者のほか、入作を希望する認定農業者への集約化を図る。

・高齢化が進んでおり、農業後継者の確保が必要な時期がすぐに訪れる。
・集落営農組織の立ち上げについては、極端な少子高齢化が進んでおり対応が難しい。
・新規就農者の受入、外部からの居住者には抵抗がある者もあり、地区の理解が必要である。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 ２．１ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ０ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ５．０ｈａ

美浜町 中寺・宮代・麻生地区（中寺集落） 平成２５年３月 令和２年３月

（備考）

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

①地区内の耕地面積 １６．５ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 １６．３ｈａ

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 ３．５ｈａ



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

《その他》

《農地の貸付け等の意向、農地中間管理機構の活用方針》
・町外・県外からの若い世代の定住の促進には、地区の魅力を再発見し、発信していくことが必要である。
・すでに多くの農地を法人に集積している状況であり、今後も増加傾向にあると思われる。

《基盤整備への取組方針》

《園芸作物等の導入方針》

《鳥獣被害防止対策の取組方針》


